
(57)【要約】

【課題】　コストを低減する無線中継装置を提供する。

【解決手段】　移動体通信システムの無線基地局２から

の下り帯域の電波を主として受信する下り受信アンテナ

３ｄと、その受信信号のうち下り帯域を選択的に通過さ

せる下り帯域フィルタ４ｄと、その通過信号を増幅する

下り増幅器５ｄと、その増幅信号による電波を移動局６

に送信する下り送信アンテナ７ｄと、移動局６からの上

り帯域の電波を主として受信する上り受信アンテナ７ｕ

と、その受信信号のうち上り帯域を選択的に通過させる

上り帯域フィルタ４ｕと、その通過信号を増幅する上り

増幅器５ｕと、その増幅信号による電波を無線基地局２

に送信する上り送信アンテナ３ｕとを備えた。アンテナ

間のアイソレーション利用して相手回線の信号を減衰さ

せる。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 無 線 基 地 局 か ら の 下 り 帯 域 の 電 波 を 主 と し て 受 信 す る 下 り 受 信 ア
ン テ ナ と 、 そ の 受 信 信 号 の う ち 下 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 下 り 帯 域 フ ィ ル タ と 、 そ の
通 過 信 号 を 増 幅 す る 下 り 増 幅 器 と 、 そ の 増 幅 信 号 に よ る 電 波 を 移 動 局 に 送 信 す る 下 り 送 信
ア ン テ ナ と 、 移 動 局 か ら の 上 り 帯 域 の 電 波 を 主 と し て 受 信 す る 上 り 受 信 ア ン テ ナ と 、 そ の
受 信 信 号 の う ち 上 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 上 り 帯 域 フ ィ ル タ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅
す る 上 り 増 幅 器 と 、 そ の 増 幅 信 号 に よ る 電 波 を 無 線 基 地 局 に 送 信 す る 上 り 送 信 ア ン テ ナ と
を 備 え た こ と を 特 徴 と す る 無 線 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ２ 】
　 上 記 下 り 受 信 ア ン テ ナ に お け る 上 記 上 り 送 信 ア ン テ ナ か ら の 電 波 に つ い て の 減 衰 量 と 、
上 記 下 り 帯 域 フ ィ ル タ に お け る 上 り 帯 域 の 受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 と 、 上 記 下 り 増 幅 器
に お け る 増 幅 量 と 、 上 記 上 り 受 信 ア ン テ ナ に お け る 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ か ら の 電 波 に つ
い て の 減 衰 量 と 、 上 記 上 り 帯 域 フ ィ ル タ に お け る 上 り 帯 域 の 受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 と
、 上 記 上 り 増 幅 器 に お け る 増 幅 量 と が 相 殺 さ れ る か 又 は 減 衰 量 の 総 和 が 増 幅 量 の 総 和 よ り
も 大 き い こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 記 載 の 無 線 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ３ 】
　 上 記 下 り 受 信 ア ン テ ナ と 上 記 上 り 送 信 ア ン テ ナ は 、 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に
直 交 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の 無 線 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ４ 】
　 上 記 上 り 受 信 ア ン テ ナ と 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ は 、 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に
直 交 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ い ず れ か 記 載 の 無 線 中 継 装 置 。
【 請 求 項 ５ 】
　 上 記 下 り 増 幅 器 と 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ と の 間 、 及 び 上 記 上 り 増 幅 器 と 上 記 上 り 送 信 ア
ン テ ナ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ の 増 幅 器 か ら の 信 号 が 所 定 レ ベ ル を 越 え た と き に 作 動 し て そ れ
ぞ れ の 送 信 ア ン テ ナ に 供 給 さ れ る 信 号 を 所 定 レ ベ ル 以 下 に さ せ る 減 衰 器 が 設 け ら れ た こ と
を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ い ず れ か 記 載 の 無 線 中 継 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 不 感 知 エ リ ア に 配 置 さ れ る 無 線 中 継 装 置 に 係 り 、 コ ス
ト を 低 減 す る 無 線 中 継 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 携 帯 電 話 の 普 及 に よ り 、 ユ ー ザ が 携 帯 電 話 を 使 用 す る 場 所 も 都 市 部 に と ど ま ら ず 、 都 市
部 以 外 に 拡 大 し て い る 。 こ の 需 要 増 加 に 応 じ て サ ー ビ ス エ リ ア を 拡 大 す る た め に 必 然 的 に
新 し い 地 域 に 無 線 基 地 局 が 設 置 さ れ て き た 。 そ の 一 方 で 、 既 に サ ー ビ ス エ リ ア 内 と 考 え ら
れ て い る エ リ ア 内 に 、 ビ ル 内 、 地 下 鉄 等 の 電 波 の 届 か な い 不 感 知 エ リ ア （ 不 感 知 ゾ ー ン ）
が 多 数 存 在 す る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 不 感 知 エ リ ア の 幅 は 数 十 ｍ ～ 数 百 ｍ で あ る た め 、 こ れ ら の 不 感 知 エ リ ア に 新 た な 無 線 基
地 局 を 設 置 す る の は コ ス ト 面 か ら 見 る と 非 常 に 不 利 で あ る 。 そ こ で 、 こ の よ う な エ リ ア へ
の サ ー ビ ス 確 保 の た め に 、 無 線 中 継 装 置 が 考 え ら れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 図 ５ に 示 さ れ る よ う に 、 背 景 技 術 の 無 線 中 継 装 置 ５ １ は 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ５ ２ と 、
基 地 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ３ と 、 下 り 増 幅 器 ５ ４ と 、 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ５ ５ と 、 移 動
局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ６ と 、 上 り 増 幅 器 ５ ７ と を 備 え る 。 各 ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ３ ， ５ ６
に は 、 上 り 信 号 と 下 り 信 号 と を 分 離 す る た め の 帯 域 フ ィ ル タ が 内 蔵 さ れ て い る 。 帯 域 フ ィ
ル タ は 共 振 器 で 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
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　 例 え ば 、 建 造 物 内 が 無 線 基 地 局 か ら の 不 感 知 エ リ ア に な っ て い る と す る と 、 基 地 局 向 け
ア ン テ ナ ５ ２ が 建 造 物 外 に 設 置 さ れ 、 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ５ ５ が 建 造 物 内 に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 無 線 基 地 局 ２ か ら の 下 り 回 線 信 号 は 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ５ ２ に 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信 号
は 基 地 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ３ を 経 て 下 り 増 幅 器 ５ ４ で 増 幅 さ れ 、 移 動 局 向 け ア ン テ ナ
共 用 器 ５ ６ を 経 て 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ５ ５ か ら 下 り 回 線 信 号 と し て 送 信 さ れ る 。 移 動 局 ６
は 、 こ の 下 り 回 線 信 号 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 移 動 局 ６ か ら の 上 り 回 線 信 号 は 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ５ ５ に 受 信 さ れ 、 そ の 受 信 信
号 は 移 動 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ６ を 経 て 上 り 増 幅 器 ５ ７ で 増 幅 さ れ 、 基 地 局 向 け ア ン テ
ナ 共 用 器 ５ ３ を 経 て 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ５ ２ か ら 上 り 回 線 信 号 と し て 送 信 さ れ る 。 無 線 基
地 局 ２ は 、 こ の 上 り 回 線 信 号 を 受 信 す る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 こ の よ う に 、 無 線 中 継 器 ５ １ を 介 在 さ せ る こ と で 、 不 感 知 エ リ ア と な っ て い る 建 造 物 内
に お い て も 、 移 動 局 ６ と 無 線 基 地 局 ２ と の 間 で 回 線 確 保 が で き る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 平 １ ０ － １ ３ ５ ９ ０ ０ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 こ こ で 、 図 ５ の 無 線 中 継 器 が 安 定 に 動 作 す る 条 件 を 考 察 す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 基 本 要 素 と し て 、 下 り 増 幅 器 ５ ４ の 利 得 を Ａ （ ｄ Ｂ ； 以 下 、 単 位 を 略 す る ） と し 、 上 り
増 幅 器 ５ ７ の 利 得 を Ａ と す る と 、 こ の 無 線 中 継 装 置 ５ １ の ル ー プ 利 得 は 、 ２ × Ａ と な る 。
こ の 無 線 中 継 装 置 ５ １ に お い て 下 り 増 幅 器 ５ ４ 或 い は 上 り 増 幅 器 ５ ７ が 発 振 せ ず に 増 幅 す
る に は 、 相 手 側 帯 域 の 信 号 を ２ × Ａ 以 上 減 衰 さ せ る 必 要 が あ る 。 つ ま り 、 図 ５ の 無 線 中 継
器 ５ １ が 安 定 に 動 作 す る 条 件 は 、 減 衰 量 が ２ × Ａ 以 上 と い う こ と に な る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 図 ６ に 、 上 り 回 線 信 号 に つ い て の 利 得 配 分 の 例 を 示 す 。 こ の 図 で は 、 基 地 局 向 け ア ン テ
ナ 共 用 器 及 び 移 動 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 に 内 蔵 さ れ る 帯 域 フ ィ ル タ が 示 さ れ て い る 。 即 ち
、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 の 下 り 回 線 側 に は 、 上 り 回 線 か ら の 廻 り 込 み 信 号 を カ ッ ト す
る た め の 帯 域 フ ィ ル タ ６ １ が 設 け ら れ 、 こ の 帯 域 フ ィ ル タ ６ １ は 上 り 回 線 信 号 に 対 し て －
Ａ の 利 得 （ Ａ の 減 衰 量 ） を 有 す る 。 移 動 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 の 下 り 回 線 側 に も 同 様 の 帯
域 フ ィ ル タ ６ ２ が 設 け ら れ る 。 一 方 、 各 ア ン テ ナ 共 用 器 の 上 り 回 線 側 に は 、 下 り 回 線 か ら
の 廻 り 込 み 信 号 を カ ッ ト す る た め の 帯 域 フ ィ ル タ ６ ３ ， ６ ４ が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 こ れ ら
の 帯 域 フ ィ ル タ ６ ３ ， ６ ４ は 上 り 回 線 信 号 に 対 し て は 利 得 が ０ （ ｄ Ｂ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 下 り 回 線 信 号 に つ い て は 、 前 述 と は 逆 に 、 帯 域 フ ィ ル タ ６ ３ ， ６ ４ が そ れ ぞ れ － Ａ の 利
得 を 有 し 、 帯 域 フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ は 利 得 が ０ （ ｄ Ｂ ） で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 こ の よ う に 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 並 び に 移 動 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 に お け る 上 り
回 線 か ら 下 り 回 線 或 い は 下 り 回 線 か ら 上 り 回 線 へ の 信 号 廻 り 込 み 量 を ０ （ ｄ Ｂ ） と し た と
き に は 、 各 ア ン テ ナ 共 用 器 の 帯 域 フ ィ ル タ ６ １ ， ６ ２ ， ６ ３ ， ６ ４ の 遮 断 域 で の 利 得 が そ
れ ぞ れ － Ａ 以 下 （ 減 衰 量 が Ａ 以 上 ） で あ る こ と が 要 求 さ れ る 。 言 い 換 え る と 、 各 帯 域 フ ィ
ル タ に は 相 手 側 帯 域 の 信 号 を 増 幅 器 の 増 幅 率 を 絶 対 値 で 上 回 る 減 衰 量 が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 無 線 中 継 装 置 に は 、 他 の 事 業 所 （ 電 話 サ ー ビ ス 会 社 ） か ら の 強 い 信 号 が 入 力 さ れ
る と 、 こ れ ら の 信 号 に よ る 妨 害 で 通 話 が 遮 断 さ れ て し ま う の で 、 他 の 事 業 所 の 周 波 数 が 存
在 す る 隣 接 周 波 数 帯 域 に つ い て も 遮 断 す る こ と が 要 求 さ れ る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
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　 し か し な が ら 、 減 衰 量 を 大 き く す る に は 共 振 器 の サ イ ズ を 大 き く し な け れ ば な ら な い た
め 、 上 記 の 要 求 を 満 た す 帯 域 フ ィ ル タ を 実 現 す る た め に は 、 共 振 器 の サ イ ズ が 大 き く な り
、 こ れ に 伴 い 無 線 中 継 装 置 全 体 の コ ス ト が 高 く な る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 そ こ で 、 本 発 明 の 目 的 は 、 上 記 課 題 を 解 決 し 、 コ ス ト を 低 減 す る 無 線 中 継 装 置 を 提 供 す
る こ と に あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 本 発 明 は 、 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 無 線 基 地 局 か ら の 下 り 帯 域
の 電 波 を 主 と し て 受 信 す る 下 り 受 信 ア ン テ ナ と 、 そ の 受 信 信 号 の う ち 下 り 帯 域 を 選 択 的 に
通 過 さ せ る 下 り 帯 域 フ ィ ル タ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅 す る 下 り 増 幅 器 と 、 そ の 増 幅 信 号 に
よ る 電 波 を 移 動 局 に 送 信 す る 下 り 送 信 ア ン テ ナ と 、 移 動 局 か ら の 上 り 帯 域 の 電 波 を 主 と し
て 受 信 す る 上 り 受 信 ア ン テ ナ と 、 そ の 受 信 信 号 の う ち 上 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 上 り
帯 域 フ ィ ル タ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅 す る 上 り 増 幅 器 と 、 そ の 増 幅 信 号 に よ る 電 波 を 無 線
基 地 局 に 送 信 す る 上 り 送 信 ア ン テ ナ と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 上 記 下 り 受 信 ア ン テ ナ に お け る 上 記 上 り 送 信 ア ン テ ナ か ら の 電 波 に つ い て の 減 衰 量 と 、
上 記 下 り 帯 域 フ ィ ル タ に お け る 上 り 帯 域 の 受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 と 、 上 記 下 り 増 幅 器
に お け る 増 幅 量 と 、 上 記 上 り 受 信 ア ン テ ナ に お け る 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ か ら の 電 波 に つ
い て の 減 衰 量 と 、 上 記 上 り 帯 域 フ ィ ル タ に お け る 上 り 帯 域 の 受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 と
、 上 記 上 り 増 幅 器 に お け る 増 幅 量 と が 相 殺 さ れ る か 又 は 減 衰 量 の 総 和 が 増 幅 量 の 総 和 よ り
も 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 上 記 下 り 受 信 ア ン テ ナ と 上 記 上 り 送 信 ア ン テ ナ は 、 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に
直 交 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 上 記 上 り 受 信 ア ン テ ナ と 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ は 、 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に
直 交 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 上 記 下 り 増 幅 器 と 上 記 下 り 送 信 ア ン テ ナ と の 間 、 及 び 上 記 上 り 増 幅 器 と 上 記 上 り 送 信 ア
ン テ ナ と の 間 に 、 そ れ ぞ れ の 増 幅 器 か ら の 信 号 が 所 定 レ ベ ル を 越 え た と き に 作 動 し て そ れ
ぞ れ の 送 信 ア ン テ ナ に 供 給 さ れ る 信 号 を 所 定 レ ベ ル 以 下 に さ せ る 減 衰 器 が 設 け ら れ て も よ
い 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 本 発 明 は 次 の 如 き 優 れ た 効 果 を 発 揮 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 （ １ ） コ ス ト を 低 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 以 下 、 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 添 付 図 面 に 基 づ い て 詳 述 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ に 示 し た 本 発 明 に 係 る 無 線 中 継 装 置 １ は 、 移 動 体 通 信 シ ス テ ム の 基 地 局 ２ に 割 り 当
て ら れ た チ ャ ン ネ ル 周 波 数 の 電 波 を 中 継 増 幅 す る た め に 不 感 知 エ リ ア に 設 置 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ の 無 線 中 継 装 置 １ は 、 基 地 局 ２ か ら の 下 り 帯 域 の 電 波 Ｅ ｄ を 主 と し て 受 信 す る 下 り 受
信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 、 そ の 受 信 信 号 の う ち 下 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 下 り 帯 域 フ ィ ル タ
４ ｄ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅 す る 下 り 増 幅 器 ５ ｄ と 、 そ の 増 幅 信 号 に よ る 電 波 Ｅ ｄ を 移 動
局 ６ に 送 信 す る 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ と 、 移 動 局 ６ か ら の 上 り 帯 域 の 電 波 Ｅ ｕ を 主 と し て
受 信 す る 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ と 、 そ の 受 信 信 号 の う ち 上 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 上
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り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｕ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅 す る 上 り 増 幅 器 ５ ｕ と 、 そ の 増 幅 信 号 に よ る
電 波 Ｅ ｕ を 基 地 局 ２ に 送 信 す る 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ と を 備 え た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 一 例 と し て 、 上 り 帯 域 は １ ４ ２ ９ ～ １ ４ ３ ９ Ｍ Ｈ ｚ 、 下 り 帯 域 は １ ４ ７ ７ ～ １ ４ ８ ７ Ｍ
Ｈ ｚ と す る 。 他 事 業 所 の 上 り 帯 域 は １ ４ ３ ３ ～ １ ４ ５ ３ Ｍ Ｈ ｚ 、 下 り 帯 域 は １ ４ ９ １ ～ １
５ ０ １ Ｍ Ｈ ｚ と す る 。 上 り 増 幅 器 ５ ｕ 及 び 下 り 増 幅 器 ５ ｄ の 利 得 は 、 そ れ ぞ れ ６ ０ ｄ Ｂ と
す る 。 不 感 知 エ リ ア の 幅 は 数 十 ｍ を 想 定 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 背 景 技 術 の 無 線 中 継 装 置 （ 図 ５ ） と 比 較 す る と 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ５ ２ に 対 応 す る 基
地 局 向 け ア ン テ ナ ３ が 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ と に 分 け ら れ 、 移 動
局 向 け ア ン テ ナ ５ ５ に 相 当 す る 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ７ が 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ と 上 り 受 信
ア ン テ ナ ７ ｕ と に 分 け ら れ 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ 共 用 器 ５ ３ 及 び 移 動 局 向 け ア ン テ ナ 共 用
器 ５ ６ は 廃 止 さ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 上 り 回 線 側 と 下 り 回 線 側 と が 互 い に 独 立 化 さ れ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ の 間 、 及 び 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ と 上 り
受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ と の 間 で は 、 ア ン テ ナ 間 の 空 間 結 合 量 が 小 さ く な る 構 成 が と ら れ て い る
。 具 体 的 に は 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ３ 及 び 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ７ は 、 そ れ ぞ れ 偏 波 ダ イ バ
ー シ テ ィ 構 成 が と ら れ て い る 。 即 ち 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ は 、
送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に ９ ０ ° で 交 差 し て い る 。 ま た 、 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ
と 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ は 、 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に ９ ０ ° で 交 差 し て い る 。
こ れ に よ り 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ の 間 、 及 び 下 り 送 信 ア ン テ ナ
７ ｄ と 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ と の 間 で は 、 そ れ ぞ れ の ア ン テ ナ が 送 受 信 す る ２ 偏 波 間 の ア
イ ソ レ ー シ ョ ン が ２ ０ ｄ Ｂ 以 上 と な る 。 よ っ て 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ に お け る 上 り 送 信
ア ン テ ナ ３ ｕ か ら の 電 波 に つ い て の 減 衰 量 は ２ ０ ｄ Ｂ 以 上 、 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ に お け
る 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ か ら の 電 波 に つ い て の 減 衰 量 は ２ ０ ｄ Ｂ 以 上 で あ る 。 こ れ に よ り
、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ は 、 基 地 局 ２ か ら の 下 り 帯 域 の 電 波 Ｅ ｄ を 主 と し て 受 信 し 、 上 り
送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ か ら の 電 波 Ｅ ｕ は 僅 か に し か 受 信 し な い 。 ま た 、 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ
は 移 動 局 ６ か ら の 上 り 帯 域 の 電 波 Ｅ ｕ を 主 と し て 受 信 し 、 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ か ら の 電
波 は 僅 か に し か 受 信 し な い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 図 ２ に 、 無 線 中 継 装 置 １ の 上 り 回 線 信 号 に つ い て の 利 得 配 分 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 図 示 の よ う に 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ に お け る 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ か ら の 電 波 に つ い
て の 減 衰 量 は ２ ０ ｄ Ｂ （ 利 得 は － ２ ０ ｄ Ｂ ） 、 下 り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｄ に お け る 上 り 帯 域 の
受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 は ８ ０ ｄ Ｂ （ 利 得 は － ８ ０ ｄ Ｂ ） 、 下 り 増 幅 器 ５ ｄ に お け る 増
幅 量 は ６ ０ ｄ Ｂ 、 上 り 受 信 ア ン テ ナ ７ ｕ に お け る 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ か ら の 電 波 に つ い
て の 減 衰 量 は ２ ０ ｄ Ｂ （ 利 得 は － ２ ０ ｄ Ｂ ） 、 上 り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｕ に お け る 上 り 帯 域 の
受 信 信 号 に つ い て の 減 衰 量 は ０ ｄ Ｂ 、 上 り 増 幅 器 ５ ｕ に お け る 増 幅 量 は ６ ０ ｄ Ｂ と な っ て
い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 下 り 増 幅 器 ５ ｄ 及 び 上 り 増 幅 器 ５ ｕ に よ る ル ー プ 利 得 は １ ２ ０ ｄ Ｂ で あ る 。 従 っ て 、 こ
の 無 線 中 継 装 置 １ に お い て 下 り 増 幅 器 ５ ｄ 或 い は 上 り 増 幅 器 ５ ｕ が 発 振 せ ず に 増 幅 す る に
は 、 上 り 回 線 信 号 を １ ２ ０ ｄ Ｂ 以 上 減 衰 さ せ る 必 要 が あ る 。 つ ま り 、 増 幅 量 と 減 衰 量 と が
相 殺 さ れ る か 又 は 減 衰 量 の ほ う が 大 き く な っ て い れ ば よ い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 本 発 明 で は 、 基 地 局 向 け ア ン テ ナ ３ 及 び 移 動 局 向 け ア ン テ ナ ７ に お い て 相 手 回 線 へ の 信
号 廻 り 込 み 量 が そ れ ぞ れ － ２ ０ ｄ Ｂ と な っ て い る 。 従 っ て 、 残 り の － ８ ０ ｄ Ｂ を 下 り 帯 域
フ ィ ル タ ４ ｄ に 割 り 当 て る と よ い こ と に な る 。 背 景 技 術 で は 、 上 り 下 り の 増 幅 器 の 利 得 が
２ × Ａ と し た と き 、 Ａ の 減 衰 量 を 有 す る 帯 域 フ ィ ル タ を 片 側 回 線 に ２ 個 必 要 と す る 。 よ っ
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て 、 Ａ ＝ ６ ０ な ら ば 減 衰 量 の 総 量 で １ ２ ０ ｄ Ｂ 分 の 帯 域 フ ィ ル タ が 必 要 と な る 。 本 発 明 で
は 、 ８ ０ ｄ Ｂ 分 の 帯 域 フ ィ ル タ が 有 れ ば よ い の で 、 ４ ０ ｄ Ｂ 分 だ け 共 振 器 の サ イ ズ が 小 さ
く で き る 。 そ の 結 果 、 無 線 中 継 装 置 １ の コ ス ト を 下 げ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 下 り 回 線 信 号 の 利 得 配 分 も 、 今 説 明 し た 上 り 回 線 信 号 の 利 得 配 分 と 考 え 方 は 同 じ で あ る
か ら 、 こ こ で も 本 発 明 に よ り ４ ０ ｄ Ｂ 分 だ け 共 振 器 の サ イ ズ が 小 さ く で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 こ の 結 果 、 共 振 器 の サ イ ズ が 小 さ く で き た こ と に よ り 、 無 線 中 継 装 置 １ の コ ス ト を 下 げ
る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 ３ に 、 図 １ の 無 線 中 継 装 置 １ 内 の 下 り 回 線 に つ い て 、 詳 し い 回 路 を 示 す 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 下 り 回 線 は 、 入 力 端 子 ｉ ｎ か ら の 信 号 の う ち 下 り 帯 域 を 選 択 的 に 通 過 さ せ る 下 り 帯 域 フ
ィ ル タ ４ ｄ と 、 そ の 通 過 信 号 を 増 幅 す る 下 り 増 幅 器 ５ ｄ と 、 そ の 増 幅 信 号 を 所 望 の 比 率 で
減 衰 さ せ る 可 変 ア ッ テ ネ ー タ ３ １ と 、 送 信 ア ン テ ナ を 駆 動 す る パ ワ ー ア ン プ ３ ２ と 、 そ の
パ ワ ー ア ン プ ３ ２ の 出 力 レ ベ ル を 取 り 出 し て 可 変 ア ッ テ ネ ー タ ３ １ を 制 御 す る 電 力 分 岐 装
置 ３ ３ と 、 パ ワ ー ア ン プ ３ ２ の 出 力 か ら 高 周 波 成 分 を 除 去 し て 出 力 端 子 ｏ ｕ ｔ へ 出 力 す る
ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ４ と を 備 え る 。 入 力 端 子 ｉ ｎ が 下 り 受 信 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ 、 出 力 端
子 ｏ ｕ ｔ が 下 り 送 信 ア ン テ ナ に 接 続 さ れ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 入 力 端 子 ｉ ｎ か ら の 受 信 信 号 は 、 下 り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｄ に よ り 、 下 り 帯 域 以 外 の 成 分 （
上 り 帯 域 の 成 分 、 他 の 事 業 所 か ら の 成 分 な ど ） が － ８ ０ ｄ Ｂ よ り 小 さ く 除 去 さ れ る 。 通 過
信 号 は 、 可 変 ア ッ テ ネ ー タ ３ １ を 通 過 し 、 パ ワ ー ア ン プ ３ ２ で 増 幅 さ れ 、 電 力 分 岐 装 置 ３
３ を 通 過 し て 出 力 端 子 ｏ ｕ ｔ か ら 下 り 送 信 ア ン テ ナ に 供 給 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 電 力 分 岐 装 置 ３ ３ に お い て 、 信 号 レ ベ ル が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 以 内 で あ れ ば 、 可 変 ア
ッ テ ネ ー タ ３ １ で の 減 衰 は 行 わ れ な い 。 信 号 レ ベ ル が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル 以 上 で あ れ ば
可 変 ア ッ テ ネ ー タ ３ １ で 減 衰 が 行 わ れ 、 信 号 レ ベ ル が 予 め 設 定 さ れ た レ ベ ル に 調 整 さ れ る
。 従 っ て 、 図 ２ で 定 め た 利 得 配 分 が 乱 さ れ て 増 幅 量 が 減 衰 量 を 越 え て し ま う こ と が な い 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 ロ ー パ ス フ ィ ル タ ３ ４ で は 、 下 り 増 幅 器 ５ ｄ や パ ワ ー ア ン プ ３ ２ で 発 生 し た 高 調 波 ノ イ
ズ を カ ッ ト し て い る の で ス プ リ ア ス 特 性 が 改 善 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 上 り 回 線 に つ い て も 図 ３ と 同 様 の 構 成 で あ る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 図 ４ に 、 図 １ の 無 線 中 継 装 置 １ の 下 り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｄ の 特 性 を 示 す 。 横 軸 は 周 波 数 （
Ｇ Ｈ ｚ ） 、 縦 軸 は 利 得 （ ｄ Ｂ ） で あ る 。 主 要 な ポ イ ン ト ｍ １ ～ ｍ ５ に お け る 各 軸 の 数 値 が
付 記 さ れ て い る 。 無 線 中 継 装 置 １ の 下 り 帯 域 １ ４ ７ ７ ～ １ ４ ８ ７ Ｍ Ｈ ｚ で は ほ ぼ ０ ｄ Ｂ の
通 過 特 性 が 得 ら れ て い る 。 一 方 、 無 線 中 継 装 置 １ の 上 り 帯 域 １ ４ ２ ９ ～ １ ４ ３ ９ Ｍ Ｈ ｚ で
は 利 得 が － ８ ０ ｄ Ｂ 以 下 の 遮 断 特 性 が 得 ら れ て い る 。 そ し て 、 通 過 帯 域 に 隣 接 す る 他 事 業
所 の 帯 域 で も 利 得 が － １ ５ 以 下 と な る 減 衰 量 が 確 保 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 上 り 帯 域 フ ィ ル タ ４ ｕ に お い て も 、 上 り 帯 域 の 通 過 特 性 と 下 り 帯 域 の 遮 断 特 性 及 び 他 事
業 所 の 帯 域 の 適 宜 な 減 衰 特 性 が 実 現 さ れ て い る こ と は 言 う ま で も な い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 上 記 実 施 の 形 態 で は 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ 、 及 び 上 り 受 信 ア
ン テ ナ ７ ｕ と 下 り 送 信 ア ン テ ナ ７ ｄ は 、 そ れ ぞ れ 送 受 信 す る 電 波 の 電 界 方 向 が 互 い に ９ ０
° で 交 差 す る よ う に し て 偏 波 ダ イ バ ー シ テ ィ 構 成 を 実 現 し た が 、 本 発 明 は こ れ に 限 定 さ れ
な い 。 例 え ば 、 下 り 受 信 ア ン テ ナ ３ ｄ が 最 大 利 得 を 有 す る 方 向 と 上 り 送 信 ア ン テ ナ ３ ｕ が
最 大 利 得 を 有 す る 方 向 と を 同 じ 向 き に し 、 両 ア ン テ ナ の 設 置 間 隔 を 使 用 波 長 以 上 に 離 す こ
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と に よ り 、 信 号 の 回 り 込 み 量 を ２ ０ ｄ Ｂ 以 下 に 減 衰 さ せ て ア イ ソ レ ー シ ョ ン を 確 保 す れ ば
よ い 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 一 実 施 形 態 を 示 す 無 線 中 継 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ の 無 線 中 継 装 置 の 上 り 回 線 信 号 に つ い て の 利 得 配 分 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 無 線 中 継 装 置 内 部 の 詳 細 ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 １ の 無 線 中 継 装 置 の 下 り 帯 域 フ ィ ル タ の 周 波 数 対 利 得 特 性 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 背 景 技 術 の 無 線 中 継 装 置 の ブ ロ ッ ク 構 成 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 背 景 技 術 の 無 線 中 継 装 置 の 上 り 回 線 信 号 に つ い て の 利 得 配 分 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 １ 　 無 線 中 継 装 置
　 ２ 　 （ 無 線 ） 基 地 局
　 ３ 　 基 地 局 向 け ア ン テ ナ
　 ３ ｄ 　 下 り 受 信 ア ン テ ナ
　 ３ ｕ 　 上 り 送 信 ア ン テ ナ
　 ４ ｄ 　 下 り 帯 域 フ ィ ル タ
　 ４ ｕ 　 上 り 帯 域 フ ィ ル タ
　 ５ ｄ 　 下 り 増 幅 器
　 ５ ｕ 　 上 り 増 幅 器
　 ６ 　 移 動 局
　 ７ 　 移 動 局 向 け ア ン テ ナ
　 ７ ｄ 　 下 り 送 信 ア ン テ ナ
　 ７ ｕ 　 上 り 受 信 ア ン テ ナ
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【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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